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Ⅰ はじめに

東京学芸大学附属特別支援学校 は､ 2007年度 よ り東京学芸大学 ･みず ほフィナ ンシ

ャル グループ金融教育共同研究プ ロジェク トに参加 し､｢特別支援教育における金融教育｣

について研究､実践的検討 を行 っている｡ これ までの研究では､ ｢特別支援教育における

金融教育｣ を高等部の中 ･軽度生徒 を対象 とした ｢生活 とお金 に関わる学習内容｣ ととら

え､卒業後の ｢くらしづ くり｣に結びつ くもの としてその学習内容等 を検討 ･実践 してき

た ｡ その中では､学習内容 の検討及び試案の作成､特別支援用のテキス トの作成や授業実

践 を行 ってきている｡ これ らをふまえ､今年度 は､ さらに中学部段階での ｢金融教育｣ を

検討す ることとした ｡

Ⅱ･研究の課題

研究の課題 を次のよ うに設定 した｡

① 中学部段階での ｢金融教育｣ の内容的検討

② 授業づ くり

Ⅲ 中学部段階での金融教育の学習内容について

1. 中学部段階での金融教育の とらえ方

これまで高等部段階での ｢金融教育｣ を ｢生活 とお金 に関わる学習内容｣ ととらえてき

た ｡ そ こでは､ ｢金融教育の学習内容｣は ｢生徒 の現在 の知識 を広 げるものであ り､かつ､

生徒の生活現実に即 した､また､生徒が生活の中で実際に活動す ることを前提 とした具体

的なもので組織す る｣ とい うことを原則 に検討 してきた｡ 中学部段階での学習内容の考 え

方 も基本的に変わるものではない｡ただ､高等部段階の学習内容 に比べ､ よ り基礎的な内

容が盛 り込まれてい くもの と考 えている｡その点をふまえて作成 したものが資料 にある中

学部段階での学習内容一覧である｡ 対象は中学部段階の軽 ･中度 の生徒である｡

2.中学部段階での ｢金融教育｣の学習内容 の特徴

知的障害を主たる対象 とす る特別支援学校 中学部は､特別支援学校 の小学部及び小学校

の特別支援学級 の卒業生で組織 され､生徒の実態は様 々である｡ また､その障害の特性 と
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して､年齢以上に生徒の能力や学習の達成度が幅広い｡そのため､学習 を組織す る際には

個々の生徒 の力に応 じた学習を考 えなけれ ばな らない｡ しか し一方で､当該年齢段階にふ

さわ しい学習 内容 を用意す ることも重要である｡ 今 回検討 した中学部段階での学習 内容

は､前述 の前提 とこれ らの状況 を加味 して作成 している｡ また､知的障害の特性 として､

一回の授業ですべてきちん と学習内容 を理解 し生活の中で使用できるわけではな く､必要

に応 じて同様の内容 を繰 り返 し学習す ることも必要である｡ そのため今回の学習内容 は､

高等部 に進学 してか らも引き続 き同様 のテーマで継続学習 をす るこ とを前提 として作成

した｡

また､中学部段階では､小学部 ･小学校 に引き続 き金銭 に関す る学習が数学や生活単元

学習の中で取 り扱われている｡ 金種の判別やお金の数 え方､お金の計算､お金の概算な ど

の学習がそれにあたる｡ 今回検討 した ｢金融教育｣の学習内容は､ 目的的にはこれ らの学

習 と同様 のもの ともなろ うが､内容的には具体的 ･実務的内容 とい うよ りもむ しろ ｢将来

の くらしづ くりに向けた知識 とその生活化｣の学習 として検討 した ものである｡

これ らの学習を対象 と考 え られ る生徒 に､中学部三年間で じっ くり行 ってお くことが､

高等部進学後にさらに生徒が 自分の ｢くらしづ くり｣を考 えることにつなげ られ ることに

なるもの と考 える｡

Ⅳ 授業づくり

これまで検討 してきた ｢中学部段階の学習内容｣を元に､今年度 中学部 2年生 を対象 に

計 3回の授業 を計画 した ｡ 以下はその報告である｡

1.題材について

本授業の対象生徒 は､中学 2年生の男子 1名女子 2名である｡昨年 よ り､生活 の中で金

銭 に関わる経験 を増やすために､毎月定額のお こづかいをもらい､お小遣帳 をつ ける学習

を進 めてきた ｡ 生徒 は､お こづかいをもらって も使い方がわか らずお金がたまる一方であ

った り､計画的に使 えず友だち-のプ レゼ ン トを毎月買お うとした りしていた ｡ また､計

画的にお金が使 えない生徒 に ｢お金がな くなった らどうす るの ?｣ とい う問いをす ると､

｢お金でお金 を買えばいい｡｣ と答 えた りした ｡ この ことか ら､生徒たちは生活 の中での

お金の使い方 を理解 していない ことや､社会の中でのお金の流れがわかっていないことが

明 らかになった｡

そ こで､授業では生徒たちの実際の生活で必要にな り､生徒の生活 を豊かにす るための

内容 を ｢くらしとお金｣と定義づ けた｡ ｢くらしとお金｣の学習 を通 して､

① 自分の くらしのなかにお金が大き くかかわっていることに気づ くこと

② 1年後 に実現 したい生活 を考 え､計画的にお金 を使 える力 をつけること

の 2点を 目指 したい と考 えた ｡ 身近なお金 に関す る経験 を生徒 と一緒に確認 し､ 自分のお

金 についての知識 を身 につ けることで､ 自分たちの生活 とお金の関連性 について より多 く

の気づ きがあると考 えた ｡ 本単元では､生徒が､今取 り組 んでい るお こづかいについて再

認識 し､ 自分 とお金のかかわ りやお金のかかわ りを気づかせたい ｡ また､近い将来に対 し

ての 自己実現ができるよ うに計画 をたて､生活 の主体者 は 自分であるとい うことを意識 さ
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せたい｡

2. 授業計画

｢くらしとお金｣ (3時間)

回数 実施 日 学習活動 ね らい 指導内容 (金融教育)

1 9 月 1 2 日 わた_しの 身近な生活 のなかにお金 く らしの 中のお金 >

(本時) くらしとお金 がかかわってい ることに 自分 とお 金 の か か わ

気づ く りの再認識

2 ･9月 26日 収入 と支 出 ｢収入｣や ｢支 出｣の仕 く ら しの 中 の お 金 >

組みについて､身近な買 自分 の く ら し と家 族

い物 を取 り上げて理解する○ の収入

3. 1回 目の授業 について

1)授業の 目標

○自分の好 きなこと (もの) について考 える｡

○自分の好 きなこと (もの) に関わるもの (人) について考 える｡

○現在 の 自分 のお小遣いについて､再認識す る｡

2)授業の展 開

学習活動 指導内容 留意点

･挨拶 をす る○ ○授業の始 ま りを意識す る○ ●
･自分 の好 きな こ と ○自分 が好 きな食 べ物 ､ キ ャ ラクタ ●発表 を板書す る○ 顔

(もの) を発表す 一､活動等 について考 える○○好 きな こと (もの)についてま とめる○ 写真 を貼付 し､だれ の
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自分 の好 きな こ と

(もの) に関わ る

もの (人)につ い

て考 える｡

好 きな こ と (もの)

に関わ るもの (人)

を 選 択 肢 か ら選

び､ ワー クシー ト

に貼付す る｡

小遣 い についての

質問に応 える｡(再

認識す る｡)

･小遣 い についてま

とめる｡

･挨 拶 をする｡

○好 きな こと (もの)には､人や物 (堤

所)､｢お金 ｣ が関わって い ることに気

づ 〈∩

○好 きな こと (もの)には､いろい ろ

な もの (人)が関わってい ることを知

り､ 自分生活 に置 き換 えて考 える｡

○質問 に応 えるこ とで､自分 の小遣 い

につい て再認識す る｡ (気 づ く､意識

化す る｡)

○自分 の小遣い について再認識す る｡

○授業の終わりを意識する｡

●発表 を板書す る｡生

徒 の 意 見 を 肯 定 的 に

捉 える｡ イ ラス トの選

択肢 を複数用意す る｡

あ ま り必 要 で は な い

選択肢 も用意す る｡

● 生 徒 の 意 見 を 肯 定

的 に捉 える｡ 選択 が難

しい場合 には､助言す

る｡

● ア ン ケ ー ト結 果 を

基 に発 問す る｡ 応 える

こ とが 難 しい 場 合 に

は､ア ンケー トを基 に

助言す る｡

Ⅴ まとめと今後の課題

以上､今年度 は中学部段階 にお ける ｢金融教育 ｣ の指導 内容 を検討 した｡特別支援教育

において､｢金融教育｣ とい う名称 で学習 で き る内容 を どの範 囲でま とめてい くこ とがで

きるか､そ してそれ らを実践化 してい くた めには ど うすれ ば よいか とい う点 は とて も重要

な課題 であ る｡ これ まで､高等部 の中 ･軽度 の生徒-の学習 内容 としてま とめて きた もの

を､今 回 中学部段階では ど うか とい うこ とで検討 してきたが､高等部-の継続 とい う点で

一 定 の内容 を中学部段 階 か ら指導 してい くこ とは とて も有効 な こ とと考 え るこ とがで き

た ｡ 内容 的 には金融教育 なのか､金銭 の教育 なのか､数学 なのか､生活指導 の一部 なのか

等い ろい ろ と考 えるこ とがで きるだ ろ うが､少 な くとも､生徒 の ｢くらし作 り｣ のた めの

学習 とい う方 向性 を もって授 業 を計画す るこ とは とて も重要 なので はないだ ろ うか｡ ｢自

分｣の くらしを 自ら創造 してい く主体者 を育成す るために どの よ うに授業 を考 えてい くか､

この点か ら今後 も ｢金融教育｣ を検討 してい きたい と考 える｡

最後 に今後 の課題 で あるが､今年度検討 した ｢中学部段階での学習内容｣ とこれ まで検

討 して きた ｢高等部段 階での学習 内容｣ に さらに検討 を加 え､その整合性 ､継続性 ､連続

性等 を検討 し､特別支援教育 にお ける ｢金融教育 の学習 内容｣ について一定 の結論 を出 し

てい くこ とが必要である｡ また､それ とともに､それ らを元 に した授業展開 を重ね､教材

や指導案集等 を作 ってい くこ とを 目指 したい と考 えてい る｡
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資料 中学部段階での ｢金融教育｣の学習内容

学習 内容 ね ら い 授業展開例 授業展開の具体的項 目

くらしの中の ･自分 とお金 の関わ りや 金銭の使用について ･私 のお金の使 い方
お金 お金 の使 い方 を確認す ･わた しのお金の ･くらしと

ることで､ 自分 とお金の関わ りを確認す る 使い方 お金のア ンケー ト

･生活 の中や社会の中で お金 の役割 について ･お金 がなかった ら

のお金 の役割 を考 え､気づ く ･お金 つてなんだろ う ･お金 はなんで使 えるの

･自分の くらしが家族 の 収入 について ･お こづかいは

収入 によって成 り立つ ･お金 は だれ にもらう

てい ることがわか り､ どこか らや って くる ･_お米 はだれが

将来 の生活 につなげて 買って くる

考 えることができる ･おかねは ....

金銭管理 . ･生活 に関わる金銭的事 上手 にお金 を使お う ･こづかいを

計画的な金銭 の 象 に関 して金銭 の使用に関す る計画の立て方 ･こづかいの使 い方 ど う使 うかな上手 にお金 を使お う ･買い物 して るかな

使用 や上手なお金 の使 い方 ･買い物 を しよ う ･上手な買い物の

を身 につ ける･金銭 を計画的に使 うこ しかた とは上手 にお金 を使お う ･こづかい帳 つてなに

との大切 さを知 り､行 ･こづかい帳 を ･こづかい候 を
.動できる つ けよ う つ けてみ よ う

上手 にお金 を使お う ･高い ものでは しい もの

･高い ものを買いたい ときは ･お金 を貯 めよ う

金融機 関や ･金融機 関の役割や利用 銀行 に行 こ う ･銀行 つてなに

社会資源 の 方法 を知 る ･銀行 の役割 ･銀行 でなにができる

利用 ･金融機 関等 の利用 の際に気 を付 けなけれ ばな ･銀行 を利用す るには銀行 に行 こ う ･銀行 に行 ってみ よ う

らなし十ことがわか る ･.銀行 を使 うときの ･預金 に関わる

注意 いろいろなことば･銀行 を使 う時の注意

生活設計 ･自分の今 ､あるいは今 未来のわた しを ･今 のわた しは どんな人
までの生活 を振 り返 り 考 えよ う くらし､楽 しみ

､ これか らの進路 を考 ･今 のわた し､ ･将来めわた しを

えることができる〇･将~采の 自分 を創造 し､ 将来 のわた し 考 えよ う未来 のわた しを ･未来 のわた しは

将来の生活 について考 考 えよ う どんな人

えることができるo ･未来 のわた しを考 え ･将来わた しは
よ う こ うな りたい

未来 のわた しを ･将来のわた しの

考 えよ う･自分 の したい将来 の くらし 仕事､ くらし､楽 しみ

危機 回避 ､ ･プ リペイ ドカー ドや ク 安心な くらし ･安心な くらしつてなに

消奏者教育 レジ ッ トカー ド､その ･個人情報 つて ･個人情報 について
他 の新 しいお金 につい _なんだろ う ･個人情報 を どう守 る

ての知識や､適切 な使 安心な くらし ･暗証番号知 ってい る

い方がわかる ･暗証番号や キヤツ ･.暗証番号や キヤツ
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金 に関す る危険につい 安心な くらし ･わた しの携帯の使い方
ての知識 を持 ち､危機 ･携帯電話やインター ･携帯やイ ンター
回避の方法がわかる ネ ッ トの注意 ネ ッ トの注意

安心な くらし ･お金はなにが危険なの

･お金の危険 ･お金 について注意す ること

ま とめ ･自分の くらしとお金の 生活の中のお金 ･くらしの中での
くらしを 関わ りについて学習 し お金の関わ り

考 え よ う たことか ら再確認す る ･もつ とお金 と上手につきあ うには
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